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　憲法記念日の去る５月３日、憲法９条を変えることに反対
し、イラクからの即時撤兵を求める「九条実現」意見広告を、
『読売新聞』の全国版と沖縄の地元２紙『沖縄タイムス』『琉球
新報』に掲載できました。これは、本紙の読者を含む全国の
約１万に及ぶ人びとの熱い賛同によって可能になりました。
すべての賛同者のみなさんに厚く御礼申し上げます。
　今期（第５期）の意見広告運動は昨年11月に始まりました。
今年の２月末まで募金状況はあまりかんばしくありませんで
したが、３月初め、与党が改憲のための国民投票法案の国会
提出を急いでいることを訴えつつ、事務局が「最後のお願い」
を改めて全国に発したところ、同月中旬から賛同金が爆発的
に寄せられ始め、４月上旬には目標額の3000万円を超える
見通しが立ちました。
　市民意見広告運動は、第１期から第４期まで全国紙では
『朝日新聞』に２回、『毎日新聞』に３回、９条改憲とイラク派
兵に反対する広告を掲載してきましたが（すべて全国版）、
『読売新聞』には手が届きませんでした。しかし読売新聞社
は1994年から2004年にかけて「憲法改正試案」を３回も
同紙に掲載するなど、世論を改憲に誘導する役割を一貫して
果たしてきただけに、事務局は同紙にも意見広告を掲載した
いとずっと思っていました。また今期は特に、同紙への掲載
を望む声が多く寄せられたので、掲載費のめどが立った時点
で同紙への掲載を決めました。同時に在日米軍再編の「最終
報告」をめぐる情勢が煮詰まりつつあったので、同再編と問
題のかなめである辺野古崎への海兵隊新基地押しつけに反対
する事務局見解を添えて沖縄の２紙に掲載することにしまし
た。
　今回の広告の特徴は、前回大書した「九条実現」をベースに、

さらに一歩踏み込み「非武装・不戦の９条実現」を訴えたこ
とです。そして『読売』の読者には改憲を支持する人が多い
と思われるので、それらの人びととの議論を始めるために
「みなさんの意見を寄せて下さい」というアピールを広告に
加えました。その結果、寄せられた反応は、実に興味深いも
のです。右翼団体による脅迫や罵詈雑言（電話、FAX、メー
ルともにほとんどが匿名）は予想通りでしたが、非武装に賛
成したいけど安保体制や自衛隊をどうするのかという質問や、
広告への支持・賛同の表明が予想をはるかに越えて相次ぎま
した。
　「９条は日本の文化みたいなものだと思います。なぜ変え
る必要があるのでしょう」という、おそらく小学校高学年の
生徒の鉛筆書きの手紙をはじめ、中学生や高校生から心を洗
われるメッセージが届きました。それは、同紙読者にも改憲
について態度未定の人や改憲に反対する人が少なくないとい
う事実を明らかにしています。今回の『読売』掲載は、反改憲
運動のウイングを大きく広げたと言えると思います。
　事務局は寄せられた反応を丁寧に記録しました。それらを
分析し、さまざまな批判・異論・質問に答えるパンフを８月
中旬までに作成します。
　改憲一般を問われれば賛成と答えるが９条改定には慎重な
人が多いという各種の世論調査は、改憲支持派の人びととの
率直な議論や、改憲への態度未定の人びとへの働きかけがい
かに重要かを示しています。沖縄の２紙への掲載については、
好意的な反応とともに沖縄での事前のＰＲ活動抜きの掲載は
唐突感があるという批判も寄せられました。そういう意見も
踏まえ、総括を真摯に行ないます。

（井上澄夫／市民意見広告運動事務局）

「日本国憲法」、いろいろ悪いところがある。良い機会が
あったらぜひ変えたい（今は全然ダメだけど）。◆良い
ところもある。いつもの限定的主語「国民は」の入って
いない19条なんか、すっきりしてて良い──「思想及び
良心の自由は、これを侵してはならない」。◆これに則
ったら、憲法に規制される国家権力は、誰の思想の自由
も良心の自由も侵してはならない。だから「我が国と郷
土を愛する態度を養う」ことも、「日本を愛する心を涵養

（かんよう）する」ことも、国家の法律で定めてはいけな
いんじゃないの？　「愛」が「良心」に入れば、の話。◆
だいたい、自分が愛してもらえないことに気がついて、
やれ「愛せ」とかそれを「態度で示せ」とか、法律つくっ
て縛ろうって、どこまでマッチョな発想だよ?!　松浦英
理子もどこかで書いてたけど。ホント、悪いこと言わな
いから「ナチュラル・ウーマン」でも読んで愛について
の心と態度を涵養しなおして来い、って。　　　　（あ）

「非武装・不戦の９条実現」意見広告
『読売新聞』に掲載され大反響！！




